（別紙１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　

日本下水道事業団
契約職
○○○　　氏　　名　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受注者　住　　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名
　　　　　　　
監理技術者等の兼務届

下記のとおり、専任を要する監理技術者等を他の工事に従事させたいので届け出します。 

記 

1 工事概要 （現在契約している工事）
	発注者
	日本下水道事業団　　　　

	工事件名
	

	工事場所
	 

	工　　期
	年　　月　　日　 ～　　年　　月　　日 

	請負代金額
	○○，○○〇，○○○ 円（税込み） 

	技術者区分
	□監理技術者     　　　　　　  □主任技術者 

	専任期間
	年　　月　　日　 ～　　年　　月　　日

	兼務する
技術者の
氏名
	

	工事の
主な内容
	





次項に続く


2 1の工事と技術者を兼務させる工事（これから公告する工事）
 （公告前のものは、公表されている概要でよい）
	発 注 者 
	 □日本下水道事業団　　　　□その他（　　　　　　　　　　）

	工 事 名 
	 

	工事場所 
	 

	工	期 
	年　　月　　日　 ～　　年　　月　　日

	技術者区分 
	□監理技術者     　　　　　　  □主任技術者 

	専任期間
	年　　月　　日　 ～　　年　　月　　日

	兼務する
技術者の
氏名
	

	工事の
主な内容
	



3 兼務を適用できる理由 
	
理　　　由
	 □ 1)工事を全面的に一時中止している期間（5(3)） 
   　〔非常時の対応方法：     　　　　　　　　　　　               〕  
□ 2)密接な関連のある二以上の工事を管理する（6(4)）
□ 3)工事の対象が同一の建築物又は連続する工作物である （6(5)）
□ 4)専任特例1号　(６(2))
□ 5)専任特例2号　(６(3))
備考・その他）





４　結果（日本下水道事業団記入欄）
	上記の２工事の兼務について、
☐　兼務を認めます（承諾する）
□　兼務を認めません。（承諾しない）

　　年　　月　　日
日本下水道事業団
契約職











※1.　４の枠内は日本下水道事業団が記入します。
※2.　本結果は、届出された２つの工事の兼務についてのものです
※3.　本結果は建設業法、監理技術者制度運用マニュアルの要件を満たしていることを前提に承諾するものです。
※4.　兼務するそれぞれの工事で、主任（監理）技術者に求める要件を満たしている必要があります。

５　注意事項
(1) 監理技術者等は主任技術者又は監理技術者とします。
(2) 本書類は主任監督員（JS）に提出すること。 
(3) [bookmark: _Hlk224316920]主任監督員（JS）は、受領後速やかに本書類を施工管理課（JS）経由で契約課（JS）に提出すること。 
(4) 主任監督員（JS）は、受領後速やかに本書類の写しを担当PMR（JS）に提出すること。 
(5) 主任監督員（JS）は、承認結果を受注者に通知すること。 
(6) 本書面の主任監督員（JS）から受注者への通知には提出日から14営業日を要する。
(7) 日本下水道事業団が発注する工事で兼務する場合は、本資料で兼務を承諾していることが必要となる。（本資料は、参加する工事の競争参加資格確認申請書（事前審査）又は競争参加申請書（事後審査）に追加して提出すること）
(8) 「兼務を認めません。」が選択された場合は、届け出た２つの工事間の監理技術者等の兼務を認めることができません。

以上
2

